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報道発表資料 

2019 年 6 月 25 日 

アステリア株式会社 

ASTERIA Warp 新バージョン（1906）で RPA 利用シーン での対応強化 

オプション機能売上の 約 6 割 を占める Excel アダプター の出力機能を標準搭載 

サブスク版では 月額 3 万円 で帳票出力までの業務プロセス自動化が可能に！ 

ライセンス・サブスク版の機能強化で国内シェア 50％（2020 年度）へ 

アステリア株式会社（旧：インフォテリア株式会社、本社：東京都品川区、代表取締役社長：

平野洋一郎、証券コード：3853、以下 アステリア）は、国内 EAI/ESB ソフトウェア市場で 12 年

間シェア No.1※１を継続している「ASTERIA Warp（アステリア ワープ）」（提供価格：480 万円

〜）および「ASTERIA Warp Core（アステリア ワープ コア）」（提供価格：３万円／月〜）の新

バーション（バージョン名：「1906」）の販売を本日 2019 年 6 月 25 日より開始することを発表し

ます。 

新バージョンではオプション機能の売上高の約 6 割を占めている利用ニーズの高い Excel アダ

プターの出力機能を全エディションに標準搭載し、さらにサブスクリプション版（以下、サブス

ク版）である ASTERIA Warp Core に PDF 処理や FTP 連携機能を標準搭載することで RPA 利用

シーンでの連携機能をさらに強化しました。新バージョンの拡販を通じて、アステリアでは企業

向けデータ連携ソフトの国内市場シェアを 2020 年度には 50%に高める計画です。 

＜バージョンアップ、機能を拡張する背景＞ 

 2002 年に発売を開始した ASTERIA Warp は、時代のニーズに合致した機能・サービスを提供

するために概ね半年ごとにバージョンアップを実施し、常にユーザーのデータ連携ニーズに対応

してきました。最近のユーザーの利用傾向として、ASTERIA Warp Core と各種 RPA ツールを組

み合わせて利用し、業務を自動化しようとする導入事例が増えています。その結果、システム間

のデータ連携に加えて、帳票出力業務も自動化するケースが増加していることから Excel や PDF

などのオフィス系ソフトウェアとの連携ニーズも高まっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ASTERIA Warp では、帳票出力業務を自動化することを実現する Excel／PDF アダプターは

2002 年の発売当初からラインナップ。Excel アダプターはサブスク版である ASTERIA Warp 

Core でもオプション機能として提供してきました。このアダプターは Excel の入出力、さらには

製品ロゴも刷新! 
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フォントやセルの色などといった書式情報の設定などが全て ASTERIA Warp の GUI によってノ

ン・コーディングで行うことができる機能が評価されオプション機能売上の約 6 割を占める、最

も多くの ASTERIA Warp ユーザーに利用されているオプションアダプターです。 

 本日から提供を開始する新バージョンでは、こうしたユーザーニーズの高まりや RPA ソリュー

ションの導入意欲の高まりを受け、Excel／PDF 出力用のアダプターを ASTERIA Warp 、及び

ASTERIA Warp Core に標準搭載するなどの機能強化を行います。 

■新バージョンで追加される主な機能 

Excel / PDF アダプター 
機能拡張 

新 Excel コンポーネント「ExcelSimpleOutput」追加※2 

新 PDF コンポーネント「PDFDigitalSign」追加 

「ExcelOutput」コンポーネント重複データ省略機能追加 

PDF ビルダー64 ビット Excel に対応 

ASTERIA Warp Core 

追加機能 

Core/Core＋に「ExcelSimpleOutput」コンポーネント追加※２ 

Core＋に FTP 入出力機能追加 

Core＋に PDF 処理機能追加 

新データベース対応 FUJITSU Software Enterprise Postgres 

追加フローテンプレート 

Office 365 カレンダー から CSV 出力 

CSV から Office 365 カレンダー に登録 

データ分割処理（CSV から CSV） 

データ分割処理（CSV から RDB） 

データ分割処理（RDB から RDB） 

データ分割処理（RDB から CSV） 

受信メール（POP3）から添付ファイルを取得 

（今回のバージョンアップに伴う製品ラインアップや価格の変更はありません） 

■今後の ASTERIA Warpビジネスの展開 

アステリアの ASTERIA Warp は順調な拡大を継続しており、現在の導入社数は 7,500 社を突破する

とともに、企業データ連携市場（EAI/ESB）では 12 年連続シェア No.1 を継続し、業界のリーディン

グカンパニーとしての地位を更に強固なものにしています。 今後も ASTERIA Warp の多様なデータ

ソースとの連携機能を様々な業界に拡販するとともに社会の要請に応じた機能強化を継続することでオ

フィス業務の効率化・自動化を実現。さらには、業務プロセスの省力化や残業時間の削減など、働き方

改革の推進にも貢献していくことで、ASTERIA Warp シリーズ全体での国内市場シェアを 50％以上

（出荷数量ベース・2020 年度）に高める目標を掲げています。 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- ---------- 
■「ASTERIA Warp」について（Webサイト：https://www.asteria.com/jp/warp/ ） 

EAI/ESB 製品の国内市場において 12 年連続シェア No.1製品である「ASTERIA Warp」は、異なるコンピューターシステム

のデータを、ノンプログラミングで連携できる ASTERIA Warpを主力製品とするミドルウェアです。メインフレームやクラウ

ド上のサーバーから表計算ソフトまで、様々なシステム間の接続とデータの変換を行うロジックを複雑なプログラミングなしで

行えることが評価されています。ASTERIA Warp Core は、ASTERIA Warp の厳選された機能を初期費用 0円、月額 30,000 円

からのサブスクリプション形式で「手軽」にご利用いただけます。様々なシステムやサービスと迅速に連携することで業務自動

化やデータ活用を実現します。 

■「アステリア株式会社」について（ Webサイト https://www.asteria.com/ ） 

 アステリア株式会社（2018 年 10 月にインフォテリアから社名変更）は、企業内の多種多様なコンピューターやデバイスの間

を接続するソフトウェアやサービスを開発・販売しています。主力製品の「ASTERIA Warp」は、異なるコンピューターシステ

ムのデータをプログラミングなしで連携できるソフトウェアで、大企業、中堅企業を中心に 7,783 社（2019 年 3 月末現在）の企

業に導入されています。また、「Handbook」は、営業資料や商品カタログ、会議資料などあらゆる電子ファイルをスマートフォ

ンやタブレットで持ち運べるサービスのスタンダードとして、1,507 件（2019 年 3 月末現在）の企業や公共機関で採用されてい

ます。 

※1:テクノ･システム･リサーチ社「2018 年ソフトウェアマーケティング総覧 EAI/ESB 市場編」 EAI/ESBは、それぞれEnterprise Application  

Integration、Enterprise Service Busの略で企業内外のデータ連携を司る製品カテゴリーを指す。 

※2:Excal での数値出力アダプター 

 

プレスリリース 掲載 URL 

https://www.asteria.com/jp/news/press/2019/06/25_01.php 

 

製品ロゴも刷新! 

シリーズ共通ロゴ 

サブスク版（月額 3 万円～） 

ASTERIA Warp Core 

https://www.asteria.com/jp/warp/
https://www.asteria.com/
https://www.asteria.com/jp/news/press/2019/06/25_01.php
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【新バージョンの機能を紹介する無料セミナーを開催】 

セミナータイトル 

Excel 定型業務を“カイゼン“！ 

簡単・手軽に業務効率化を実現する「ASTERIA Warp Core」無料体験セミナー 

～ 集計作業やレポート作成の自動化で業務効率を大幅向上！ 

開催日時 

2019 年   7 月 31 日（水） 15 時～17 時（受付開始 14:45） 

2019 年   9 月   4 日（水） 15 時～17 時（受付開始 14:45） 

2019 年 10 月 30 日（水） 15 時～17 時（受付開始 14:45） 

会場 

アステリア株式会社 1F セミナールーム 

東京都品川区大井 1-47-1 NT ビル 1F （大井町より徒歩 3 分） 

＊当ビルは全館禁煙となります。予めご了承下さい。 

アクセスマップ https://www.asteria.com/jp/company/access/  

概要 

豊富な機能が備えられており、何より多くのビジネスパーソンが手軽に操作できる使い慣

れた UI を持つ「Excel」は、さまざまな業務で幅広く活用されています。一方で、作業が

属人化することも多く、人的ミスによる非効率も生まれやすいツールです。特に、集計業

務や帳票作成業務は、「Excel」を利用して手作業で行われることが多く、“データ“の転

記・抽出・集計・加工などの作業は単純でありながら煩雑でもあるため、細心の注意を払

っても人的ミスを完全に排除することは難しく、無駄な工数が発生しがちです。本セミナ

ーでは、実際に月額 3 万円から始められるデータ連携ツール「ASTERIA Warp Core」を

操作して、ノン・コーディングのカンタン操作で「Excel 業務」を“カイゼン“し、定形業

務を自動化する方法を体験いただきます。 

おススメの方 

下記課題をお持ちの方、ぜひご参加ください！ 

・定常的に行っている無駄な Excel 業務を改善したい 

・社内の RPA 化を推進し、まずは簡単に取り組み始めたい 

・プログラミングの知識はないが、業務自動化を自ら実現したい 

Agenda 

1.Excel 定型業務は自動化しよう！ ～Excel 連携事例と製品のご紹介～ 

・Excel 業務改善事例のご紹介 

・データ連携ツール「ASTERIA Warp Core」とは？ 

2.ASTERIA Warp Core 体験セッション ～フロー作成と実行～ 

・データの変換・加工 

・複数ファイルのデータから集計レポートを作成 

・システムから出力したデータをもとに請求書を作成 

 
参加申込サイト https://event.asteria.com/jp/event/etaikencore_excel/  

   問い合わせ先  エンタープライズ本部 マーケティング部：東出 武也 

TEL:03-5718-1250 ／ E-mail: pm@asteria.com 

 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- ---------- 
【プレスリリースに関するお問い合わせ先（報道機関窓口）】 

アステリア株式会社 広報・IR 室：長沼史宏 

TEL:03-5718-1297 ／ FAX:03-5718-1261 ／ E-mail: press@asteria.com 

【製品・サービスに関するお問い合わせ先】 
アステリア株式会社 エンタープライズ本部 マーケティング部：東出 武也 

TEL:03-5718-1250 ／ FAX:03-5718-1261 ／ E-mail: pm@asteria.com 

アステリア、ASTERIA、Handbook、Platio はアステリア株式会社の登録商標です。 

その他記載されている会社名、製品名、サービス名、ロゴ等は各社の商標または登録商標です。 

https://www.asteria.com/jp/company/access/
https://event.asteria.com/jp/event/etaikencore_excel/
mailto:pm@asteria.com
mailto:press@asteria.com
mailto:pm@asteria.com

